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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
低用量アスピリンを含む非ステロイ ド消炎鎮痛薬 (Non･steroidalAnti･inflammatory
Drugs:NSAIDs)は上部消化管潰痔出血の原因になるが､欧米では､プロ トンポンプ
阻害薬 (PPI)やヒスタミンH2受容体結抗薬 (H2RA)などの酸分泌抑制剤の併用が予
防に有効とされている｡ しか し､日本人においての有効性は明らかではなく､また､潰
蕩発症率に関する報告は極めて少ない｡
我々は､本検討開始前にNSAIDs潰湯の予防として､PPIやH2RAを濃癌発症の高
危険群の患者に使用するという施設全体としての取 り組みを行い､さらに､上部消化管
潰湯出血の発症率に関して検討 した｡
当院で低用量アスピリンを含むNSAIDsを処方された患者 17,270名をその併用薬も
含め前向き調査 した｡結果､上部消化管濃蕩出血の発症を8名 (0.05%)に認めた｡使
用薬剤別では､非アスピリンNSAIDs使用者では 1,000人年あたり､1.29【95%信頼区
間､1.27･1.311､低用量アスピリン使用者では2,65[95%信頼区間､2.56-2.74]であった｡
予防的な酸分泌抑制剤投与下で､出血性潰蕩発症率は低く抑えられ､また､出血者にお
いても重篤な状態になった患者は認めなかった｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､NSAIDs服用患者において重篤な副作用である上部消化管潰癌出血に対する
プロ トンポンプ阻害薬や ヒスタミン革2受容体括抗薬の予防効果を検討 した前向き臨床研究
である｡従来よりNSAIDsによる潰蕩発症率に関する報告は少なく､特に日本人において
の併用による予防効果はほとんど明らかにされていない｡先ず､NSAIDs潰癌の予防とし
て､プロ トンポンプ阻害薬やヒスタミンH2受容体括抗薬を潰癌既往歴を有する患者に使用
する取 り組みを施設全体で実施 している｡その後､患者の追跡データを解析 した結果､プ
ロ トンポンプ阻害薬の併用は極めて有効であるとの知見を得ている｡本研究は日本人にお
ける有効で安全な NSAIDs使用に際 して重要な指針を提供するもので価値ある業績である
と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO
